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No 国家ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ政策方針 国家ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 目標達成活動の指標 

1 

①インドネシア全土における、質の高

い公正な教育機会均等を目指し尽

力する。そのための教育予算の増

額配当を実施する。 

高等教育 1.高等教育の総就学率が 15%に向上。 

2.経済と科学技術を支える学術の能力が向上。 

3.民間高等教育機関を通し、民間ｾｸﾀｰの役割の拡大。 

4.経済的困難家庭の学生対象の、奨学制度の増強。 

5.地域開発支援を目的とした高等教育の地理的拡充。 

6.高等教育ｾｸﾀｰ予算配分の段階的増額。 

2 

①教育人材の質向上を指導と統合

的・包括的支援により早期に実現

する。インドネシア国教育分野の要

素を考慮した予防的・事後的対策

を実施し、青少年を支援して、青少

年の可能性が生かされる教育の権

利を保障する。 

高等教育 1.国家開発ニーズに応じた研究プログラムの策定。 

2.教育従事者の質が向上し S2、S3 取得講師が増加。 

3.地域、国家、世界の各レベルのカリキュラム開発・策定。 

4.研究分野での、研究の質の向上 

5.地域、産業ｾｸﾀｰが有効活用できる高等教育研究成果増

加。 

3 

①学校内外の教育従事機関を奨励

し、教育施設の価値と特質を尊重。

適切な施設整備により、家庭と地

域の教育参加を促す。 

②国家教育ｼｽﾃﾑ改革・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを研

究・教育機関運営地方自治化に基

づき実施する。 

③科学技術と文化芸術の効果的・効

率的共同ｼｽﾃﾑ構築により地域・地

方自治運営の教育機関の質を改

善する。 

高等教育 1.運営自治権をもつ高等教育機関が増加。 

2.高等教育の研究成果を活用し、教育機関と企業・地域社

会の明確な共同メカニズムの構築。 

3.教育機関基準認定の定期的・効果的・効率的な実施。 

4.高等教育の学位・修了資格授与の品質管理規則の整備。 

5.自己評価能力の向上、教育授受過程の質的向上、高等

教育機関の開発計画質的改善。 
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4 

①科学技術開発活用の改善を図り、

特に中小企業分野での国内人材

による技術開発を推進する。また、

企業間協力により、地域資源を活

用した地域産品の競争力を増大す

る。 

 

 

 

 

 

国家教育開発計

画の共同と統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学技術資源能

力開発・改善・研

究 

 

 

 

 

 

 

 

科学技術能力と自

己管理能力の向

上 

1 国内ﾚﾍﾞﾙのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ路線、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾌﾟ、地域間教育ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを可能にする国家教育計画の存在。 

2.国内ﾚﾍﾞﾙのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ路線、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾌﾟ、地域間教育ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを可能にする、国家教育ｼｽﾃﾑの法・制度の存在。 

3. 国内ﾚﾍﾞﾙのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ路線、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾌﾟ、地域間教育ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを可能にする、教育事業ﾓﾃﾞﾙの存在。 

4. 国内レベルのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ路線、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾌﾟ、地域間教育

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを可能にする情報、管理、ｽｰﾊﾟー ビジョン、調整ｼｽﾃ

ﾑの存在。 

 

1.開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにおける科学技術の役割拡大。 

2.国際機関と企業ｾｸﾀｰを含む他の教育機関との共同研究

の増加。 

3.地域ニーズと実績指標評価ｼｽﾃﾑに基づいた、研究開発

機関ﾚﾍﾞﾙおよびユニットﾚﾍﾞﾙの、戦略策定の実現。 

4.知的財産所有権・著作権 HAKI と情報ｼｽﾃﾑの存在。

HAKI は研究実績の指標としても活用。著作権適応拡大。 

5.研究ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙの選定ﾌﾟﾛｾｽでの審査参加の拡充。 

6.世界ﾚﾍﾞﾙの専門技術資格と教育機関判定基準拡大。 

 

1.企業ｾｸﾀｰの研究成果と開発能力の応用を可能にする、ﾏ

ｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾕﾆｯﾄの存在。 

2.技術・工学事業需要の評価にかかわる情報の存在。 

3.研究開発活動への地域ｺﾐｭﾆﾃｨｰと企業の参画増加。 

4.科学技術の発展を促す、教育施設ｼｽﾃﾑと法規ｼｽﾃﾑおよ

び財源の存在。 

資料：PROPENAS Chapter VII, Matrix of Education Development Program Policy より高等教育セクタープログラムおよび科学技術セ

クタープログラムのみを抜粋  



6. 学科別 EEPIS の D4 コースの取得単位計画数 

 

 

学科別 EEPIS の D4 コースの取得単位計画数 

項  目  単   位   
学  科 

学  期 奇数学期 偶数学期 合計 比率 

  座  学 63 50 113 76.9% 

電気工学科 実験･実習 15 19 34 23.1% 

  小  計 78 69 147  

  座  学 61 49 110 74.3% 

電子工学科 実験･実習 16 22 38 25.7% 

  小  計 77 71 148  

  座  学 63 54 117 77.0% 

通信工学科 実験･実習 15 20 35 23.0% 

  小  計 78 74 152  

  座  学 54 51 105 69.1% 

情報工学科 実験･実習 24 23 47 30.9% 

  小  計 78 74 152  

  座  学 241 204 445 74.3% 

合  計 実験･実習 70 84 154 25.7% 

  合  計 311 288 599  

資料：EEPIS 提供資料 

 

注：授業時間数は以下のとおり； 

座学・・・1 単位あたり 2 時間 

実験･実習・・・１単位あたり 3 時間 

工場/現場実習・・・1 単位あたり 4 時間 
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